
多様なニーズに対応する予測情報検討
ワーキンググループの検討状況について

資料３



個々の高層ビル等の多様なニーズに対応する
予測情報が必要

予報事業者等

ビルの在館者に対する情報提供

建物の高さ、構造、
地盤のデータ等

報道機関、地方公共団体、
配信事業者等気象庁

⻑周期地震動階級3以上が予想される場合にも
緊急地震速報（警報）を発表

各事業者が連携して、予測技術、利活⽤方法等の検討・検証
を⾏う「多様なニーズに対応する予測情報検討ＷＧ」を設置

多様なニーズに対応する予測情報検討WG
「⻑周期地震動に関する情報のあり⽅について」（平成29年3月）を取りまとめ
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多様なニーズに対応する予測情報検討WG
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○検討内容
① 多様なニーズに対応する予測のために、建物の構造などを踏まえた予測技術の検討・検証
を⾏う。

② 観測結果の活⽤も含めた予測情報の利活⽤促進のため、情報利⽤者のニーズと予測精
度を踏まえた様々な利活⽤⽅法の検討を⾏う。

③ リアルタイムでの情報提供における課題を抽出するため、実際に予測情報を試⾏的に提供
し、利活⽤についての検証を⾏う。

○スケジュール
• 開発・検証と並⾏して⻑周期地震動の予測情報の試⾏提供や検証など先⾏実施。
• 2年間程度で検討を⾏い、6ヶ⽉程度ごとに取りまとめ状況を報告する。

○成果物
• 検討結果を取りまとめた報告書（様々な予測情報の種類や特性、具体的な利活⽤方法、
予測精度確保のための⽅法等）

• 基本的な予測手法等の公表

なお、気象庁は、これらの成果物を活⽤した周知・広報活動を積極的に推進することにより、⻑周期地震
動の予測情報の利活⽤の普及を図る。

多様なニーズに対応する⻑周期地震動の予測情報は、様々な分野で有効に活用できると想定されるが、
全く新しい情報であるため、研究機関や予報事業者、ビル管理者等が連携して、予測技術、利活⽤⽅法、
利活⽤にあたっての留意事項などの検討・検証を⾏う。

第１回WG
資料１より抜粋



多様なニーズに対応する予測情報検討WG委員名簿
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◎：主査、○：主査代理、※⻑周期地震動に関する情報検討会委員
◎ 北村 春幸 東京理科⼤学理⼯学部教授 ※
○ 久田 嘉章 工学院大学建築学部教授 ※

⻘井 真 国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所地震津波⽕⼭ネットワークセンター⻑ ※
秋山 伸一 伊藤忠テクノソリューションズ（株）科学システム本部 事業企画推進部 エキス

パートエンジニア
※

大庭 敏夫 三菱地所（株）ビル運営事業部 ビル安全管理室⻑
大類 哲 ⿅島建設（株）建築設計本部 構造設計統括グループ（先進技術統括）グ

ループリーダー
木村 雄一 大成建設（株）設計本部 構造計画部⻑
栄 千治 （株）日建設計 エンジニアリング部門 設備設計グループ エネルギー・情報計

画部⻑
下秋 元雄 一般社団法人 日本エレベーター協会 専務理事
土橋 徹 森ビル（株）設計部 構造設計部 部⻑
鳥井 信吾 （株）日建設計 執⾏役員 構造設計グループ代表
中井 俊樹 白山工業（株）営業本部 防災営業グループ グループ⻑
南部世紀夫 清水建設（株）技術研究所 安全安心技術センター 主任研究員
練木 道夫 明星電気（株）気象防災事業部 営業部 プロジェクト営業グループ
小山 信 国⼟交通省 国土技術政策総合研究所 建築研究部 建築品質研究官
森田 高市 国⼟交通省 国土技術政策総合研究所 建築研究部 構造基準研究室⻑
干場 充之 気象研究所地震津波研究部第三研究室⻑
（⻑周期地震動に関する情報検討会 座⻑）
福和 伸夫 名古屋⼤学減災連携研究センター⻑



WGの開催状況と検討内容
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【第１回WG（平成29年3月15日開催）】
・WG設置の経緯や検討事項、今後のスケジュール等を説明。
・久田委員から予測技術や利活⽤の事例紹介があり、⻘井委員からはリアルタイムで⾏う⻑周
期地震動の予測について説明いただいた。
【第２回WG（平成29年6月28日開催）】
・第1回WGでの議論を踏まえ、想定される情報やデータを時系列でカテゴリー１〜３に整理。
・予測情報のニーズ、それらに必要なデータ・技術について、WG委員へのアンケート結果をカテゴ
リー毎に整理。大庭委員及び⼟橋委員から情報の利活⽤の具体例を説明いただいた。
・実証実験の実施概要について説明。
【第３回WG（平成29年12月13日開催）】
・第２回WGでの議論（予測情報のニーズ、必要なデータ・技術の整理）を踏まえ、即時的な
予測に必要な具体的な技術手法を検討。予測技術の具体事例について、⼤成建設および清
水建設から説明いただいた。
・WG委員に参加いただく、機械処理可能な予測結果を利⽤した実験について、⻘井委員より
データ提供の方法等について説明いただいた。

【第4回・第５回WG（平成30年度開催予定）】
・実証実験の成果（利活⽤⽅策や技術の検証結果）の整理
・報告書のとりまとめ



時間

⾼度
利⽤

情報提供までの時間
大 ← 被災までの猶予時間 → 小

地
震

地震後に⾏う解
析等へ活用

⑤観測情報
（気象庁から配信）

③予測情報
（標準的なビル）

⑦観測データ
での観測）

⑦観測データ
（ビル内フロアや地点周辺

での観測）

④予測情報
（個別ビルの各階層等）

【概要】気象庁が発表する予
報区ごとの⻑周期地
震動階級等。

【特徴】猶予時間は比較的
大。空間的に粗い。

カテゴリー１

③予測情報
（標準的なビル）

①警報・②予報
（予報区単位）

⑥観測情報
（気象庁HP）

⑦観測データ
の観測）

⑦観測データ
（ビル内フロア等で
の観測）

【概要】事業者が気象庁発表の震源をもと
に⾏う、ビルの⽴地場所やビル内フ
ロアでの⻑周期地震動階級や応答
スペクトル等の予測。

【特徴】猶予時間は比較的大。ビルの⽴地
点で予測可。構造等も考慮可。

【概要】ビル内フロアや地点周辺での観測データをもとに
⾏う、ビルの⽴地場所やビル等構造物での⻑周
期地震動階級や応答スペクトル等の予測。

【特徴】猶予時間は比較的小。実測に基づくため、精度
は比較的高。

即時的な利⽤ 事後に利⽤
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東北地⽅太平洋沖地震の際の
東京の高層ビル20階での観測波形

1分

カテゴリー１

【注】情報のタイミング等はイメージです
カテゴリー２

カテゴリー３

カテゴリー２

カテゴリー３

④予測情報
（個別ビルの各階層等）

【参考】想定される情報やデータを時系列で整理 第2回WG
資料より
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カテゴリー 主なご意⾒
カテゴリー１
（気象庁が発表する

予警報）

・緊急地震速報と同様で、⻑周期地震動に対する第⼀報であり、ビル内にいる人々やビル
管理者などに⻑周期地震動の到来を知らせるもの。
・対象周期範囲が広範で、当該建物の揺れとのリンクは困難なため、警報としての利⽤が主
になるものと考えられる。
・ビルの⽴地や固有周期等によるきめ細かい情報が必ずしも必要でなければ、概ねカテゴリー
2と同様の利活⽤が可能と考える。
・大地震時にマグニチュードの成⻑によって情報の内容が変化していくことについては事前の知
識が必要。

カテゴリー２
（事業者による揺れ

の予測）

・⼀⼝に⻑周期地震動といっても、ビルの固有周期との関係で影響度合いも変わるため、より
ビルの特性に特化した情報が得られることで、信頼度の⾼い注意喚起が可能になる。
・応答スペクトルが提供されれば、建物の応答の簡易推定が可能。

カテゴリー３
（観測を利⽤した揺
れの予測等）

・予測データのみよりリアルタイムの観測データがあればさらに情報の精度が上がる。
・予測対象の各ビル近傍やビル内に設置された地震計等による観測データを⽤いるため、⻑
周期地震動の予測情報として利活⽤するには提供が遅くなってしまうが、カテゴリー2の予測
情報の修正など、他の予測情報との併用が期待される。
・予測よりは建物内での計測の⽅が適切な⽤途もあり、両者による補間（予測：直前〜最
中、観測：最中〜直後）も必要。

【参考】予測情報のニーズについて主な意⾒ 第2回WG
資料を編集

【予測情報の利活⽤⽅法】
・館内アナウンス、防災センター・施設管理者の受信、エレベータ制御、被害推定、⾼所作業者の安全確保 等

【カテゴリー毎での主な意⾒】



①⼊⼒
（震源・観測）

③構造物の揺れ

震源
（気象庁が緊急地震速報
で発表する震源要素）

観測波形
（リアルタイム）

絶対速度応答スペクトルの距離減衰式
（絶対速度応答スペクトル）

アウトプット

他の応答スペクトルの距離減衰式
（加速度・速度・変位・エネルギー等のスペクトル）

データベース［過去波形or理論波形］
（応答スペクトル）

波動場の理論や伝達関数を利⽤
した予測（地震動波形）

走時表

⻑周期地震動階級
（絶対速度応答スペクトル）

対象地点における各種指標※

各階における各種指標

各階における予測波形
（揺れの継続時間含む）

揺れの到達予想時間

応答スペクトル法

時刻歴応答解析

カテゴリー２

カテゴリー３

【各種指標】
・最⼤加速度・速度・変位や層
間変形角等の建築分野等で
用いられる各種指標

データベース［過去波形or理論波形］
（地震動波形）

波動場の理論や伝達関数を利⽤
した予測（応答スペクトル）

（対象地点近傍での観測記録）

※ 個別ビルの揺れを1質点系モデルの応答（１次モード）として扱う場合。

データベース［過去波形or理論波形 ＋時刻歴応答解析］

地盤
の影響伝播の影響

②対象地点の揺れ
（括弧内は出⼒）

【参考】予測技術の整理（案） 第3回WG
資料より
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⻑周期地震動モニタ
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WEB閲覧

実験参加者

予測データ等

気象庁 防災科研

緊急地震速報
（震源データ）を提供 予測データ等

実験参加者

⻑周期地震動の予測

データの利活⽤
を検討

気象庁と防災科研で共同で実証実
験を実施（平成29年11⽉〜）

数値データの処理

データの利⽤

震源データ等

防災科研の開発したシステムで⻑周期地震動の予測データを作成し、実験参加者にデータを
提供している。Webページの画⾯で⻑周期地震動の分布を確認する実験と、
数値データとしてデータを提供し、参加者がデータを処理し利活⽤する実験がある。

【参考】⻑周期地震動の予測情報に関する実証実験のイメージ 第2回WG
資料を編集


